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          １８.  放射能管理室 

   室 長   前 川 秀 彰

 概   要

 放射性同位元素等の安全取り扱いに常々取り組んでお

り、今年度も特に問題はなかった。職員各位の一層の注

意を望む。講習会は下表の通り新規(６回)、外国語(５回)

及び継続（４回）に分けてそれぞれ実施された。受講者

は新規日本語１１０名、外国語１０名、継続３８６名で

あった。新規受講者に対する試験は全員１回で合格した。

継続について、今年度は土田、前川が行い、継続者に対

して放射線の人体に対する影響及び科学技術庁の通達等

を中心に講習した。 

4月から室員の橋戸氏が国立精神神経センターへ出向 

 

 

Ⅰ．放射性同位元素使用状況

１．戸山研究庁舎（健康栄養研分も含む） 

                  （単位 kBq）

前年度繰越量 入庫量 使用量

3H   
14C   
32P   
33P
35S   
51Cr  
125I   

1670099
335865

2222910
      0 
1054500

74000
271950

327750
35368

  5180750 
  0

   712250 
222000
11840

 1425549
  252922
 5153410
       0
 1132500
  259000
 201650

       保管量合計１群換算37786.611kBq     

 

された。10月から橋戸氏の後任として藤本氏が赴任した。

放射能管理室併任に引続き健康栄養研江崎部長がなり、

村山分室の主任者は、ウイルス第2部の武田室長にお願い
した。村山分室管理室業務補佐として引き続き菅原氏が

在籍した。農工大の山内氏、日大の溝呂木氏が企業関連

に進み、日大の小林氏は大学院に進んだ。アリゾナ大のS.

 Sosni ck氏は、BRAVO! Programで短期間滞在した。日
大の及川氏、佐藤氏が引き続き在籍した。昨年に引き続

きそれぞれの研究が進められ以下の成果が得られた。 

２．村山分室

                  （単位 kBq）

前年度繰越量 入庫量 使用量

3H   
14C   
32P   
33P
35S   
51Cr  
125I   

535630
28656
65675
39160

 215980 
     0 
     0 

37000
11470

471750
18500

536500
     0 

  0 

452515
 33145 
488575
 50710 
511980
     0 
     0 

保管量合計１群換算 30901kBq

 

Ⅱ．従事者登録数

１．戸山庁舎  397名
(健康栄養研、保健医療科学院分も含む）

２．村山分室  106名
 

 

 

 

 

Ⅲ.  講習会受講者数 

１．通常講習会
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日時
受講者数

（内継続）
備考

平成15年 4月 7日
         5月 7日

5月 8日
5月13日
5月19日
6月 3日
8月 4日

10月 3日
12月 3日

平成16年 2月 12日
合計

      51 
     145 
     152 
      72 
 12

17
17
14

6
   10 
 496 

新規 

継続 

継続 

継続 

継続

新規 

 新規 

新規 

新規

新規

      (健康栄養研、保健医療科学院を含む)   
   

２．外国語講習会

日時 受講者数 備考

平成15年 4月21日
         6月17日
    11月10日
   12月17日
平成16年3月18日

合計

    3 
2

     3 
   1 
    1 
   10 

 新規

新規 

新規 

新規

  新規

 

研究業績

放射性同位元素等を使用した生物学利用の研究

Ⅰ．新たな導入ベクターに関する研究

１．遺伝子導入系の開発

新たな遺伝子治療ベクターに利用できることを前提に

レトロトランスポゾン及びレトロポゾンを使った導入系

を開発し解析している。

（１） RNA介在型転位因子様配列の挿入機構の解析。
 レトロトランスポゾンＲ２Ｂｍをテストケースとして

ゲノムへの組み込み機構を解析しているが、引き続きOR
F1、ORF2両方を持つ非LTR型レトロトランスポゾンR1B
mをすでに開発した系へ導入し解析した。3 b側に比べて

効率は落ちるが5 `側の挿入もPCRで確認された。
[ 藤本、蛭川、松浦（ウイルス第２部）、橋戸、土田、
高田、小林（東大）、前川 ] 
（２）ＢＭＣ1導入ウイルスの構築 
非LTR型レトロトランスポゾンBMC1のORF1、および

ORF2を持ったクローンを作成したが、導入解析が遅れて
いる。

[ 藤本、蛭川、松浦（ウイルス２部）、土田、高田、小
林(東大)、前川 ] 
（３）転移因子マリナー様配列の水平伝播ついての考察

 沖縄を含む日本の昆虫(鱗翅目、鞘翅目)、珊瑚などに存
在するマリナー様配列の中で同じ逆位繰変えし配列を持

つグループを比較することで地理的移動を解析できるこ

とが示唆できた。この方法を使えば媒介昆虫の移動も追

跡に応用できる可能性がある。

 [ 中島(琉球大)、藤本、橋戸、高田、土田、前川 ] 

 

I I ． 放射線感受性部位の高次構造の解析 

１．放射線によるＤＮＡ二本鎖切断検出のためのPCR法
の利用

 プラスミドpBR322をモデルにしてPCR法によるDNA
二本鎖切断検出法を開発した。閉環状構造を持つプラス

ミドは照射によりPCRによる増幅度が200％も上昇する
ことが明らかになっている。しかし照射線量の設定が30
Gy、60Gy、100Gyと大まかであったのでより細かくこの
上昇パターンを得ることを計画した。5～10Gy幅で照射
を行うことにした。 今後シミュレーション計算のパラ

メーターと実験結果のすり合わせを行う予定である。

[佐藤(日大)、藤本、斎藤（原研東海）、渡辺（原研東海）、
土田、高田、福原(日大)、岩野(日大)、前川]

２．放射線照射ゲノムDNAへのPCR法の応用

 電気泳動法が利用できないゲノムDNAに対してこのP
CR法を応用することができる。閉環状構造のプラスミド
で見られたPCR反応の未照射DNAに対して20～50％の増
幅現象は観察されなかった。この理由としては、用いた

DNAの長さが約20kbと短いためと考えている。そのため、
rＤＮＡ、R1Bm、R2m各単位内で高次構造をとっていな
いかを反対するためゲノムＤＮＡを制限酵素EcoRIで消
化したものに放射線を照射しＰＣＲ増幅のパターンを解

析した。配列によっては差を観察されたがより多くのデ

ータが必要である。  [及川（日大）、藤本、土田、高
田、福原(日大)、岩野(日大)、前川]

I I I ．脂質輸送機構の解析 

 

１．カロチノイド結合たんぱく質（CBP）遺伝子の解析

 カロチノイドの取込機構は未だ明確ではない。カロチ

ノイド輸送に関連した突然変異体の解析からCBP遺伝子
とY遺伝子の関係を調べた。突然変異体Ｙ、＋Ｙから単離
されたＣＢＰｃＤＮＡのＯＲＦの塩基配列には差が認め

られなかったが、ｍＲＮＡの大きさに差があった。その

ため何故＋ＹがＣＢＰを作れないのかを明らかにするた

めにゲノム遺伝子の解析を計画中である。

[ 土田、小林（日大）、Sosnick(アリゾナ大)、伴野(九大)、
藤井(九大)、前川、高田、福原（日大）､岩野（日大）]
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２．CBP遺伝子のＲＦＬＰ解析

 ＲＦＬＰを利用した新しい解析法により連関群検索を

したところＣＢＰ遺伝子とＹ遺伝子は第2染色体にマッ
プされ、ほぼ同じ位置にあることが分かった。しかし、

ＣＢＰ遺伝子とＹ遺伝子は異なる遺伝子であるのでＹ遺

伝子はＣＢＰの発現を制御するものかもしれない。

[ 土田、原(生資研)、伴野(九大)、小林（日大）、藤井(九
大)、前川、高田、福原（日大）、岩野（日大）]
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